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新規ケイ素化合物の合成と機能材料への応用

倉敷芸術科学大学　生命科学部　生命科学科　仲　章伸　研究室
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「研究目的」　地球の表面に存在する元素の重量百分比は、酸素が49.5%で第１位、ケイ素が25.8%で第２位を占めており、第３位アルミニウムの7.56%との間には大きな差があります。ちなみに有機化合物を形成する炭素はわずか0.08%しか存在しません。このように地球上に無尽蔵に存在する元素であるケイ素を利用して、新しい含ケイ素機能性材料の開発を行っています。
「新規ケイ素化合物の合成と機能材料への応用」当研究室においては、大きく分けて二つのテーマで研究を進めています。一つは、新しいケイ素活性種の合成とその反応性を明らかにすることです。ケイ素化学の歴史はまだ浅く、未知の部分が数多く残されています。ケイ素-炭素二重結合およびケイ素-ケイ素二重結合は1981年に、ケイ素-ケイ素三重結合は2004年に合成、単離されたばかりです。ケイ素-炭素三重結合に至っては、まだ報告例はありません。これら化合物の反応性についてはあまり知られておらず、合成的に利用された例は知られていません。従って、その反応性を統一的に理解し、新規ケイ素化合物の合成法を見い出したいと考えています。
二つめは、今までにないユニークな機能の発現を目指し、ケイ素-ケイ素結合とエチニレン、エテニレン、フェニレン、チエニレンなどのπ-電子系とを規則正しく交互に有するポリマーおよび星型ナノサイズ分子の合成を検討しています。これらの化合物は、従来の炭素を骨格とするポリマーには見い出せない電気化学的、光化学的特性を持っていることを明らかにしています。
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「応用の可能性」　ケイ素化合物の電気的および光化学的特性を利用して、集積回路製造のための基本物質や、印刷などの感光材料に応用できると思います。電気エネルギーを光エネルギーに変換するエレクトロルミネッセンスという性質を利用して、携帯電話などのディスプレイにもケイ素化合物が使われています。
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